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事業所名 (特非)発達支援ネットワークつむぎ つむぎ高梁 

    チェック項目 はい 
どちら

でもな

い 

いいえ 
わから 

ない 

工夫している点 

改善目標 
それを踏まえた対応 

環

境 

・ 

体

制

整

備 

1 

利用定員が指導訓練室等

スペースとの関係で適切

である 

 ３   

夏休みなど人数が多い時

期は狭く感じる。 

その都度構造化の見直し

を実施しています。ハード

面の確保は早急には難し

いため、利用定員は最大人

数を決めて設ける予定で

す。安全面にも配慮してい

きたいことをご理解くだ

さい。 

2 
職員の配置数は適切であ

る 
３    

  

3 

事業所の設備等につい

て、バリアフリー化の配

慮が適切になされている 

  ３  

階段がある。 

 

手すりは設置してありま

す。 

 

 

 

 

 

業

務

改

善 

4 

業務改善を進めるための

PDCA サイクル（目標

設定と振り返り）に、広

く職員が参画している 

２ １   

職員全員で情報を共有す

るツールがある。 

 

5 

保護者等向け評価表を活

用する等によりアンケー

ト調査を実施して保護者

等の意向等を把握し、業

務改善につなげている  

 １ １ １ 

今年度より実施。 

継続的改善活動を積極的

に行っているため、日頃か

ら改善点などは解決する

ように心がけている。 

自己評価は、今年度初取り

組みとなっています。 

 

6 

この自己評価の結果を、

事業所の会報やホームペ

ージ等で公開している 

１ １  １ 

 今回公表させて頂いてい

ます。 

7 

第三者による外部評価を

行い、評価結果を業務改

善につなげている 

  １ １ 

外部評価は行っていない  

放課後等デイサービス 事業者向け自己評価結果表 
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8 

職員の資質の向上を行う

ために、研修の機会を確

保している 

３    

1 か月に 1 回の研修を行って

い 

る。 
外部研修を受けた職員が、事
業 

所内で研修発表を実施し、周
知 

して情報を共有できる機会を
設 

けてある 
 

保護者から専門性を求め

られることが多いです。

今後も継続的に実施して

いきます。また研修情報

をオープンにしていきた

いです。 

9 

アセスメントを適切に行

い、子どもと保護者のニ

ーズや課題を客観的に分

析した上で、放課後等デ

イサービス計画を作成し

ている 

２ １   

アセスメントは職員によ

り差が出る部分がある 

①チームリーダーやスタッフ

リーダーのもと、レクチャー

しながらアセスメントを実施

しています。客観的評価の

為、人によってばらつきが出

ないよう、マニュアルも作成

し、工夫をしています。経験

の浅いスタッフに関しては、

アセスメント場の積み重ねが

必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

適

切

な

支

援

の

提

供 

10 

子どもの適応行動の状況

を図るために、標準化さ

れたアセスメントツール

を使用している 

３    

法人として、アセスメント

ツールは全スタッフが統

一した物を使っている。 

太田ステージ、心の理論、

ﾊﾞｲﾝﾗﾝﾄﾞ、コグトレを使用

しています。 

11 
活動プログラムの立案を

チームで行っている 
１ １  １ 

プログラムの立案は児童

発達責任者を中心に行っ

ている。ワークは各担当が

行っている 

 

12 
活動プログラムが固定化

しないよう工夫している 
１ １  １ 

基本的な流れは固定され

ているが、同じ流れが安心

しやすい状況もある。 

土曜日活動は様々な内容

がある 

固定化＝「継続的な取り組み

によりスキル定着をさせる」

という意味では固定化を大

事にしていきます。内容は、

発展性を目指しています。 

13 

平日、休日、長期休暇に

応じて、課題をきめ細や

かに設定して支援してい

る 

１ ２   

状況に応じて活動プログ

ラムは変化している。課題

設定は常に行っている。 
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14 

子どもの状況に応じて、

個別活動と集団活動を適

宜組み合わせて放課後等

デイサービス計画を作成

している 

１ ２   

ゲームとワークで個別と

集団があるが、ゲームを行

わない児もいる為、課題 

ゲームを行わない場合は

プレイでの自由遊びが主

となる。その中でやり取り

が持てるように支援をし

ています。 

15 

支援開始前には職員間で

必ず打合せをし、その日

行われる支援の内容や役

割分担について確認して

いる 

１ ２   

事業所内で周知事項は確

認できている、また気にな

ったことは確認している

が、打ち合わせはない  

ワークの打ち合わせは事

前に振り分けと内容を伝

えている  

基本的には運営者が必要

なことは全体的に発信し

ています。難しい所や場面

に関しては、現場でコミュ

ニケーションを取りなが

らチームリーダーやスタ

ッフリーダーが中心とな

り支援に当たっている 

16 

支援終了後には、職員間

で必ず打合せをし、その

日行われた支援の振り返

りを行い､気付いた点等

を共有している 

１ ２   

事業所内で周知事項は確

認できている、また気に

なったことは確認してい

るが、打ち合わせはな

い。 

毎回ではないが、困った

時など状況に応じて確認

し合っている。   

スタッフ各自で、不明なこ

とや難しい所を自発的に

確認・質問してくる習慣が

あります。何でも聞ける風

土づくりは今後もしてい

きたいと思います。 

17 

日々の支援に関して正し

く記録をとることを徹底

し、支援の検証・改善に

つなげている 

１ ２   

記録は残っているが、検

証改善に全ては繋がって

いないこともある。 

スクラム会議やプラン評

価時は確認を行い、その

検討事項を踏まえ、適切

な支援目標が立案をする

ようしています。 

18 

定期的にモニタリングを

行い、放課後等デイサー

ビス計画の見直しの必要

性を判断している  

３    

現在アセスメントは 1 か

月半程度、それ以降は半年

程度で見直しを行ってい

る。 

基本的には今後も同様で

す。 

19 

ガイドラインの総則の基

本活動を複数組み合わせ

て支援を行っている 

１   ２ 

保護者支援や余暇活動等

複数支援ができている 

 

 

 
20 

障害児相談支援事業所の

サービス担当者会議にそ
１ ２   

日頃支援に携わっている

スタッフが参加している。 

今後も引き続き、支援に当

たっているスタッフが参
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関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

の子どもの状況に精通し

た最もふさわしい者が参

画している 

加していきます。 

21 

学校との情報共有（年間

計画・行事予定等の交

換、子どもの下校時刻の

確認等）、連絡調整（送

迎時の対応、トラブル発

生時の連絡）を適切に行

っている 

３    

変更事は随時保護者から

発信してもらうようにお

願いしているため、随時保

護者から発信がある。ま

た、不明な場合はこちらか

ら確認するようにもして

いる。 

 

22 

医療的ケアが必要な子ど

もを受け入れる場合は、

子どもの主治医等と連絡

体制を整えている 

    

該当なし  

23 

就学前に利用していた保

育所や幼稚園、認定こど

も園、児童発達支援事業

所等との間で情報共有と

相互理解に努めている 

１ １  １ 

就学後すぐに確認する機

会がある。その後は必要に

応じてスクラム会議を実

施。 

 

24 

学校を卒業し、放課後等

デイサービス事業所から

障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それ

までの支援内容等の情報

を提供する等している 

２   １ 

これまで実施なし。 

継続的には計画相談がパ

イプとなって連携してい

る。 

 

25 

児童発達支援センターや

発達障害者支援センター

等の専門機関と連携し、

助言や研修を受けている 

 １  ２ 

スクラム会議などで関わ

ることはあるが、助言、研

修は受けていない 

今年も他法人や学校から

の見学をしていただいて

います。助言というより

は、統一的な支援のための

共通理解を目的としてい

る。 

26 

放課後児童クラブや児童

館との交流や、障害のな

い子どもと活動する機会

がある 

  ３  

学童と関わる機会はな

い。            

地域イベントに親の会を

中心として参加する予

親の会を中心として、地

域のフォーラムに参加し

たことがある。 
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定。 

27 

（地域自立支援）協議会

等へ積極的に参加してい

る 

２   １ 

定例会に参加。行事には係

りとして携わっている。 

保護者にもイベント等の情報

を通信などで伝えて参加して

もらうよう声かけはしていま

す。 

28 

日頃から子どもの状況を

保護者と伝え合い、子ど

もの発達の状況や課題に

ついて共通理解を持って

いる 

１ ２   

毎回の申し送りを行って

いるが、共通理解までは難

しい 

 

29 

保護者の対応力の向上を

図る観点から、保護者に

対してペアレント･トレ

ーニング等の支援を行っ

ている 

３    

ペアレントトレーニング

を上半期に実施。 

保護者向け学習会を 2 か

月に 1 回実施。 

次年度も継続的に実施し

ていく予定にしています。 

 

 

 

 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

30 

運営規程、支援の内容、

利用者負担等について丁

寧な説明を行っている 

１ １  １ 

1時間程度の説明を行って

いる        

担当していないので状況

が把握できていない 

研修会にて事業の概要な

どを確認する・説明する(ス

タッフによって)機会をつ

くり、説明できるように育

成していきます。 

31 

保護者からの子育ての悩

み等に対する相談に適切

に応じ、必要な助言と支

援を行っている 

２ １   

自力処理が難しい場合は、

上司に相談の上、処理を行

っている。 

今後も必要と思われるケ

ースに関しては、相談の時

間を設定させていただき

ます。 

32 

父母の会の活動を支援し

たり、保護者会等を開催

する等により、保護者同

士の連携を支援している 

３    

親の会ハッピーサークル

の事務局を通して、学習や

講演会の開催をしている。 

先輩保護者として経験談

を語っていただく機会を

設けています。 

33 

子どもや保護者からの苦

情について、対応の体制

を整備するとともに、子

どもや保護者に周知し、

苦情があった場合に迅速

かつ適切に対応している 

３    

継続的改善活動や事業所

内相談体制を整えており、

受付者から相談対応者へ

即座に情報が行くシート

がある。 

今後も即対応を目指して

取り組みます。 
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34 

定期的に会報等を発行

し、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報を

子どもや保護者に対して

発信している 

３    

担当制で週に 1 回通信を

発行し、情報発信を行っ

ている。   

その他はｆａｃｅｂｏｏ

ｋや通信号外にて発信し

ている。               

今後も必要に応じて発信

をします。なお、掲示が必

要な物は掲示板活用をし

ていきます。 

35 
個人情報に十分注意して

いる 
１ １   

注意しているが、危険はあ

る 

書類管理は鍵つきロッカ

ーに保管をしています。ま

た、建物にはセキュリティ

ーセコム管理をしていま

す。 

36 

障害のある子どもや保護

者との意思の疎通や情報

伝達のための配慮をして

いる 

１ ２   

分かりやすい形でメール

を残すよう配慮している。 

 

37 

事業所の行事に地域住民

を招待する等地域に開か

れた事業運営を図ってい

る 

 ２  １ 

内覧会を実施。              

公園の美化を実施。（地域

団体とともに） 

実習生やボランティアを

受け入れている。 

行事などがないため招く

ようなことはしていない

が、講演会などの案内はし

ていきたいです。ボランテ

ィアや実習生の受け入れ

は今後も要望に応じて実

施していきたいです。 

 

 

 

非

常

時

等

の

対

応 

38 

緊急時対応マニュアル、

防犯マニュアル、感染症

対応マニュアルを策定

し、職員や保護者に周知

している 

１ ２   

マニュアルがあり、周知を

している。全職員が把握し

ているかは難しい 

保護者にはオープンには

していないですが、防犯は

現在作成中です。感染は汚

物処理など部分的にはあ

ります。今後は説明ができ

るように整えていきたい

です。 

39 

非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その

他必要な訓練を行ってい

る 

３    

年 2 回実施している。 1 回目は夏に実施してい

ます。 

次回はＨ31．1 月予定で

す。 

40 
虐待を防止するため、職

員の研修機会を確保する
１ １  １ 

年に 1 回行っている スタッフ研修の中で実施して

います。 
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(特非) 発達支援ネットワークつむぎ H30．9.1～ 

 

等、適切な対応をしてい

る 

41 

どのような場合にやむを

得ず身体拘束を行うかに

ついて、組織的に決定

し、子どもや保護者に事

前に十分に説明し了解を

得た上で、放課後等デイ

サービス計画に記載して

いる 

 １ １ １ 

重要事項にのっている   

通所計画にはのせていな

い 

こういった状況が予測さ

と判断した場合は、保護者

への説明のもと、該当の方

に関しては計画書に記入

をさせていただきます。 

42 

食物アレルギーのある子

どもについて、医師の指

示書に基づく対応がされ

ている 

２ １   

保護者からの聞き取りに

よりアレルギー源の管理。

職員周知している。 

調理活動の際は、成分を含

まないものを準備してい

ます。 

43 

ヒヤリハット事例集を作

成して事業所内で共有し

ている 

３    

積極的に活用している。  


